
前赤壁賦

名前（　　　　　　　　　　） 日づけ（　　／　　） できた数（　　　／28）

使い方　書き下し文を声に出して読んでから、傍線の番号を手がかりに解きます。この文章の山は「ごとし（比況）」「しむ（使

役）」「安くにか〜や（反語）」、そして「変と不変」の考え方です。

あらすじ＝陰暦七月十六日の秋の夜、蘇子（作者の蘇軾）は客とともに長江の赤壁で舟を浮かべる。月と水の美しさに、二人は俗

世を忘れて仙人になったような心地になる。ところが客の吹く笛の音はひどくもの悲しい。客は、赤壁の戦いで名をとどろかせた

英雄・曹操さえ今はどこにもいないことを挙げ、かげろうや大海の一粒の粟のような自分たちの命の短さを嘆く。蘇子は「水と月」

を例に、変化する面から見れば天地さえ一瞬も同じではないが、変わらない面から見れば万物も自分も尽きることはないと答え

る。そして、いくら取っても尽きない清風と明月こそ造物者が与えた無尽蔵の恵みであり、二人で共に楽しめばよいと説く。

接
す
。
③

一
葦
（
い
ち
ゐ
）
の
如
（
ゆ
）
く
所
を
縦
（
ほ
し
い
ま
ま
）
に
し
、
万
頃
（
ば
ん
け
い
）
の
茫
然
（
ば
う
ぜ
ん
）
た
る
を
凌
（
し
の
）

ぐ
。
浩
浩
乎
（
か
う
か
う
こ
）
と
し
て
虚
（
き
よ
）
に
馮
（
よ
）
り
風
に
御
（
ぎ
よ
）
し
て
、
其
（
そ
）
の
止
ま
る
所
を
知
ら
ざ
る
が
ご
と
く
、
飄

飄
乎
（
へ
う
へ
う
こ
）
と
し
て
世
を
遺
（
わ
す
）
れ
て
独
立
し
、
④

羽
化
（
う
く
わ
）
し
て
登
仙
（
と
う
せ
ん
）
す
る
が
ご
と
し
。
（
中
略
）

⑤

客
に
洞
簫
（
ど
う
せ
う
）
を
吹
く
者
有
り
、
歌
に
倚
（
よ
）
り
て
之
（
こ
れ
）
に
和
す
。
其
の
声
嗚
嗚
然
（
お
お
ぜ
ん
）
と
し
て
、
⑥

怨
（
う
ら
）

む
が
ご
と
く
慕
（
し
た
）
ふ
が
ご
と
く
、
泣
く
が
ご
と
く
訴
（
う
つ
た
）
ふ
る
が
ご
と
し
。
余
音
（
よ
い
ん
）
嫋
嫋
（
で
う
で
う
）
と
し
て
、
絶
え

ざ
る
こ
と
縷
（
る
）
の
ご
と
し
。
⑦

幽
壑
（
い
う
が
く
）
の
潜
蛟
（
せ
ん
か
う
）
を
舞
（
ま
）
は
し
め
、
孤
舟
（
こ
し
う
）
の
嫠
婦
（
り
ふ
）
を
泣

か
し
む
。
（
中
略
）

「
月
明
ら
か
に
星
稀
（
ま
れ
）
に
し
て
、
烏
鵲
（
う
じ
や
く
）
南
に
飛
ぶ
」
と
は
、
⑧

此
（
こ
）
れ
曹
孟
徳
（
さ
う
ま
う
と
く
）
の
詩
に
非
（
あ

ら
）
ず
や
。
西
の
か
た
夏
口
（
か
こ
う
）
を
望
み
、
東
の
か
た
武
昌
（
ぶ
し
や
う
）
を
望
め
ば
、
山
川
（
さ
ん
せ
ん
）
相
繆
（
あ
ひ
ま
と
）
ひ
、
鬱

乎
（
う
つ
こ
）
と
し
て
蒼
蒼
（
さ
う
さ
う
）
た
り
。
此
れ
孟
徳
の
周
郎
（
し
う
ら
う
）
に
困
（
く
る
）
し
め
ら
れ
し
者
に
非
ず
や
。
（
中
略
）
固

（
も
と
）
よ
り
一
世
（
い
つ
せ
い
）
の
雄
な
り
、
而
（
し
か
）
る
に
⑨

今
安
（
い
づ
）
く
に
か
在
（
あ
）
る
や
。
況
（
い
は
）
ん
や
吾
と
子
（
し
）

と
（
中
略
）
⑩

蜉
蝣
（
ふ
い
う
）
を
天
地
に
寄
す
、
渺
（
べ
う
）
た
る
滄
海
（
さ
う
か
い
）
の
一
粟
（
い
ち
ぞ
く
）
な
る
を
や
。
⑪

吾
が
生
の
須
臾

（
し
ゆ
ゆ
）
な
る
を
哀
（
か
な
）
し
み
、
長
江
の
無
窮
（
む
き
ゆ
う
）
な
る
を
羨
（
う
ら
や
）
む
。

蘇
子
曰
（
い
）
は
く
、
「
客
も
亦
（
ま
た
）
夫
（
か
）
の
水
と
月
と
を
知
る
か
。
逝
（
ゆ
）
く
者
は
斯
（
か
）
く
の
ご
と
き
も
、
而
（
し
か
）
も
⑫

未
（
い
ま
）
だ
嘗
（
か
つ
）
て
往
（
ゆ
）
か
ざ
る
な
り
。
盈
虚
（
え
い
き
よ
）
す
る
者
は
彼
の
ご
と
き
も
、
而
も
卒
（
つ
ひ
）
に
消
長
（
せ
う
ち
や

う
）
す
る
莫
（
な
）
き
な
り
。
蓋
（
け
だ
）
し
将
（
は
）
た
其
の
変
ず
る
者
よ
り
し
て
之
を
観
れ
ば
、
則
（
す
な
は
）
ち
天
地
も
曾
（
か
つ
）
て
以

（
も
つ
）
て
一
瞬
な
る
能
（
あ
た
）
は
ず
。
其
の
変
ぜ
ざ
る
者
よ
り
し
て
之
を
観
れ
ば
、
則
ち
⑬

物
と
我
と
皆
尽
く
る
こ
と
無
き
な
り
。
而
る
を
又

（
ま
た
）
何
を
か
羨
ま
ん
や
。
（
中
略
）

惟
（
た
）
だ
江
上
（
か
う
じ
や
う
）
の
清
風
と
山
間
（
さ
ん
か
ん
）
の
明
月
と
の
み
、
耳
之
を
得
て
声
を
為
（
な
）
し
、
目
之
に
遇
（
あ
）
ひ
て
色

を
成
す
。
⑭

之
を
取
れ
ど
も
禁
ず
る
無
く
、
之
を
用
（
も
ち
）
ゐ
れ
ど
も
竭
（
つ
）
き
ず
。
是
（
こ
）
れ
⑮

造
物
者
（
ざ
う
ぶ
つ
し
や
）
の
無
尽
蔵

（
む
じ
ん
ざ
う
）
な
り
。
而
し
て
吾
と
子
と
の
共
に
適
（
て
き
）
す
る
所
な
り
。
」
と
。

語
注
　
壬
戌＝

干
支
（
え
と
）
で
年
を
表
し
た
も
の
。
こ
こ
は
元
豊
五
年
（
一
〇
八
二
年
）
。
　
既
望＝

陰
暦
十
六
日
。
「
望
（＝

満
月
の
十
五
日
）
を
既
に
過
ぎ
た
日
」
の
意
。
　
蘇
子＝

作
者
蘇
軾
（
そ
し
ょ

く
）
が
自
分
を
さ
す
言
い
方
。
　
赤
壁＝

長
江
ぞ
い
の
地
名
。
黄
州
（
こ
う
し
ゅ
う
）
郊
外
の
赤
鼻
磯
（
せ
き
び
き
）
。
　
斗
牛＝

星
の
名
。
斗
宿
と
牛
宿
。
南
東
の
空
に
見
え
る
。
　
一
葦＝

一
本
の
葦
（
あ

し
）
。
こ
こ
は
葦
の
葉
の
よ
う
な
小
舟
の
た
と
え
。
　
万
頃＝

果
て
し
な
く
広
い
水
面
。
　
浩
浩
乎＝

心
が
広
々
と
晴
れ
や
か
な
さ
ま
。
　
虚
に
馮
る＝

大
空
に
乗
る
。
　
洞
簫＝

縦
に
吹
く
笛
。
尺
八
に
似
た
楽

器
。
　
嗚
嗚
然＝

「
お
お
お
」
と
低
く
う
め
く
よ
う
に
鳴
り
ひ
び
く
さ
ま
。
も
の
悲
し
い
音
の
さ
ま
。
　
嫋
嫋＝

細
く
長
く
尾
を
引
く
さ
ま
。
　
縷＝

細
い
糸
。
　
幽
壑＝

深
い
谷
。
　
潜
蛟＝

水
底
に
ひ
そ
む
蛟

（
み
づ
ち
）
。
竜
の
一
種
。
　
嫠
婦＝

夫
を
亡
く
し
た
女
性
。
未
亡
人
。
　
曹
孟
徳＝

三
国
時
代
の
魏
の
曹
操
（
そ
う
そ
う
）
。
孟
徳
は
字
（
あ
ざ
な
）
。
　
周
郎＝

呉
の
武
将
、
周
瑜
（
し
ゅ
う
ゆ
）
。
赤
壁
の
戦
い

で
曹
操
を
破
っ
た
。
　
固
よ
り＝

も
と
も
と
。
「
固
（
ま
こ
と
）
に
」
と
読
む
教
科
書
も
あ
る
。
お
使
い
の
教
科
書
の
説
明
に
合
わ
せ
る
こ
と
。
　
蜉
蝣＝

か
げ
ろ
う
。
命
の
短
い
虫
。
　
一
粟＝

一
粒
の
粟
（
あ

わ
）
。
　
盈
虚＝

満
ち
る
こ
と
と
欠
け
る
こ
と
。
月
の
満
ち
欠
け
。
　
消
長＝

減
る
こ
と
と
増
え
る
こ
と
。
　
将
た＝

「
そ
も
そ
も
」
「
そ
れ
は
さ
て
お
き
」
の
意
。
「
蓋
（
け
だ
）
し
将
（
ま
さ
）
に…

」
と
読
む

教
科
書
も
あ
る
。
お
使
い
の
教
科
書
の
読
み
に
合
わ
せ
る
こ
と
。
　
造
物
者＝

天
地
万
物
を
つ
く
っ
た
も
の
。
自
然
の
は
た
ら
き
。
　
適
す
る＝

心
に
か
な
う
。
楽
し
む
。
「
共
に
適
（
た
の
）
し
む
所
な
り
」
と

読
む
教
科
書
も
あ
る
。
　
※
（
中
略
）＝

順
に
、
①
酒
を
客
に
す
す
め
月
の
詩
を
口
ず
さ
む
場
面
、
②
大
い
に
酒
を
飲
み
舟
べ
り
を
た
た
い
て
歌
う
場
面
、
③
笛
の
音
が
悲
し
い
理
由
を
蘇
子
が
問
い
、
客
が
答

え
始
め
る
場
面
、
④
曹
操
が
荊
州
を
破
っ
て
長
江
を
下
っ
た
と
き
の
威
勢
を
語
る
部
分
、
⑤
二
人
が
川
辺
で
漁
を
し
て
暮
ら
す
身
だ
と
述
べ
る
部
分
、
⑥
天
地
の
物
に
は
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
主
が
あ
り
、
自
分
の

も
の
で
な
け
れ
ば
取
ら
な
い
と
説
く
部
分
。

漢文／誰でも古典塾

誰でも古典塾　解説と全設問は　kotennosennsei.com/kanbun-zen-sekiheki-no-fu-test/ 1 / 6



前赤壁賦

Ａ
　
語
句
の
意
味
と
読
み
（
1
〜
7
）

（
1
）
①
「
既
望
（
き
ば
う
）
」
を
現
代
仮
名
遣
い
で
読
み
、
陰
暦
の
何
日
を
指
す
か
を
書
け
。

（
2
）
③
「
一
葦
（
い
ち
ゐ
）
」
の
読
み
を
現
代
仮
名
遣
い
で
書
き
、
何
を
た
と
え
た
も
の
か
も
書
け
。

（
3
）
⑤
「
客
に
洞
簫
（
ど
う
せ
う
）
を
吹
く
者
有
り
」
の
「
洞
簫
」
の
読
み
を
現
代
仮
名
遣
い
で
書
き
、
ど
の
よ
う
な
楽
器
か
も
書
け
。

（
4
）
⑦
「…

孤
舟
（
こ
し
う
）
の
嫠
婦
（
り
ふ
）
を
泣
か
し
む
」
の
「
嫠
婦
」
の
意
味
を
書
け
。

（
5
）
⑩
「
蜉
蝣
（
ふ
い
う
）
を
天
地
に
寄
す
」
の
「
蜉
蝣
」
の
読
み
を
現
代
仮
名
遣
い
で
書
き
、
意
味
も
書
け
。

（
6
）
⑪
「
吾
が
生
の
須
臾
（
し
ゆ
ゆ
）
な
る
を
哀
し
み
」
の
「
須
臾
」
の
意
味
を
書
け
。

（
7
）
⑮
「
造
物
者
（
ざ
う
ぶ
つ
し
や
）
の
無
尽
蔵
（
む
じ
ん
ざ
う
）
」
の
「
無
尽
蔵
」
の
意
味
を
書
け
。

Ｂ
　
句
法
（
8
〜
13
）

（

8

）

④

「

羽

化

（

う

く

わ

）

し

て

登

仙

（

と

う

せ

ん

）

す

る

が

ご

と

し

」

の

「

ご

と

し

」

は

何

を

表

す

か

。

文

法

上

の

名

ま

え

と

意

味

を

書

け

。

（
9
）
⑥
「
怨
む
が
ご
と
く
慕
ふ
が
ご
と
く
、
泣
く
が
ご
と
く
訴
ふ
る
が
ご
と
し
」
は
、
同
じ
組
み
立
て
の
句
を
向
か
い
合
わ
せ
て
並
べ
て
い
る
。
こ
の
表
現
技
法
の
名
を
書
け
。
ま
た
、
白
文

（
原
文
）
で
は
ど
う
書
か
れ
る
か
も
書
け
。

（
10
）
⑦
「
幽
壑
の
潜
蛟
を
舞
は
し
め
、
孤
舟
の
嫠
婦
を
泣
か
し
む
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
句
法
名
を
書
け
。

（
11
）
⑧
「
此
れ
曹
孟
徳
の
詩
に
非
（
あ
ら
）
ず
や
」
は
、
白
文
で
は
ど
の
よ
う
な
形
（
句
法
）
に
な
る
か
。
そ
の
形
と
意
味
を
書
け
。

（
12
）
⑨
「
今
安
（
い
づ
）
く
に
か
在
（
あ
）
る
や
」
の
句
法
名
と
意
味
を
書
け
。

（
13
）
⑫
「
未
（
い
ま
）
だ
嘗
（
か
つ
）
て
往
（
ゆ
）
か
ざ
る
な
り
」
の
「
未
」
は
何
と
呼
ば
れ
る
字
か
。
読
み
方
も
あ
わ
せ
て
書
け
。
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前赤壁賦

Ｃ
　
主
語
・
指
す
内
容
（
14
〜
17
）

（
14
）
②
「
斗
牛
（
と
ぎ
う
）
の
間
に
徘
徊
（
は
い
く
わ
い
）
す
」
の
主
語
は
何
か
。
ま
た
「
徘
徊
す
」
は
こ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。

（
15

）

⑧

「

此

れ
曹

孟

徳

の
詩

に
非

ず
や
」

は
、

蘇

子

と
客

の
ど
ち
ら
の
言

葉

か
。

ま
た
そ
う
判

断

で
き
る
理

由

を
、

本

文

後

半

の
組

み
立

て
か
ら
説

明

せ
よ
。

（
16
）
⑨
「
今
安
く
に
か
在
る
や
」
で
「
今
ど
こ
に
い
る
の
か
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
は
誰
か
。

（
17
）
⑭
「
之
を
取
れ
ど
も
禁
ず
る
無
く
、
之
を
用
ゐ
れ
ど
も
竭
き
ず
」
の
「
之
」
は
何
を
指
す
か
。
本
文
中
か
ら
二
つ
抜
き
出
せ
。

Ｄ
　
口
語
訳
（
18
〜
21
）

（
18
）
④
「
羽
化
し
て
登
仙
す
る
が
ご
と
し
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
19
）
⑦
「
幽
壑
の
潜
蛟
を
舞
は
し
め
、
孤
舟
の
嫠
婦
を
泣
か
し
む
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
20
）
⑪
「
吾
が
生
の
須
臾
な
る
を
哀
し
み
、
長
江
の
無
窮
な
る
を
羨
む
」
を
口
語
訳
せ
よ
。

（
21
）
⑬
「
物
と
我
と
皆
尽
く
る
こ
と
無
き
な
り
」
を
口
語
訳
せ
よ
。
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前赤壁賦

Ｅ
　
内
容
・
記
述
（
22
〜
25
）

（
22

）
⑤
「
客
に
洞
簫
を
吹
く
者
有
り
」
と
あ
る
が
、
⑥
の
四
つ
の
た
と
え
か
ら
、
そ
の
音
色
は
ど
の
よ
う
な
音
だ
と
わ
か
る
か
。
三
十
字
以
内
で
書
け
。

（
23
）
⑩
「
蜉
蝣
を
天
地
に
寄
す
、
渺
た
る
滄
海
の
一
粟
な
る
を
や
」
で
、
客
は
自
分
た
ち
を
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
と
言
っ
て
い
る
か
。
「
蜉
蝣
」
「
一
粟
」
が
何
の
た
と
え
か
に

ふ
れ
て
書
け
。

（
24

）

⑬

「

物

と
我

と
皆

尽

く
る
こ
と
無

き
な
り
」

と
言

え
る
の
は
、

ど
の
よ
う
な
見

方

に
立

っ

た
と
き
か
。

本

文

の
言

葉

を
引

い
て
説

明

せ
よ
。

（

25

）

⑮

「

造

物

者

の

無

尽

蔵

」

と

あ

る

が

、

蘇

子

は

客

の

嘆

き

に

最

後

ど

う

答

え

た

の

か

。

こ

の

賦

の

主

題

と

し

て

五

十

字

以

内

で

書

け

。

Ｆ
　
文
学
史
（
26
〜
28
）

（
26
）
こ
の
文
章
の
作
者
は
だ
れ
か
。
号
（
別
名
）
と
、
活
躍
し
た
王
朝
も
あ
わ
せ
て
書
け
。

（
27
）
こ
の
作
品
の
「
賦
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
文
体
か
。
簡
単
に
説
明
せ
よ
。

（

28

）

こ

の

賦

は

、

作

者

が

ど

の

よ

う

な

境

遇

の

と

き

に

書

か

れ

た

か

。

ま

た

、

舞

台

の

「

赤

壁

」

に

つ

い

て

注

意

す

べ

き

点

を

書

け

。

【テスト直前チェック】この三つ　❶「安くにか在るや」は反語。「今どこにいるのか、いや、どこにもいない」。曹操ほどの英雄も跡形がない

——ここから客の嘆きが始まります。ただの疑問と取ると意味が反対になります。　❷「未」は再読文字、「しむ」は使役。「未だ嘗て往かざるな

り」＝まだかつてなくなってはいない。「舞はしめ／泣かしむ」＝舞わせる・泣かせる。読みと訳をセットで覚える。　❸主題は「変と不変」と

「清風と明月」。変わらない面から見れば万物も自分も尽きない。取っても尽きない自然を友と共に楽しめばよい。記述問題の答えは、ほぼこ

の二つに集まります。

漢文／誰でも古典塾

誰でも古典塾　解説と全設問は　kotennosennsei.com/kanbun-zen-sekiheki-no-fu-test/ 4 / 6


